







































2010 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学　人間心理学科准教授　臨床心理学
広汎性発達障害の青年に関するキャリアカウンセリング




























































































































X 年 6 月に抑うつ症状の軽減のために心療内科
を受診，インテークにて行った発達検査にて，

















まずはこの目標の達成まで，月 1 回 60 分の面
接のペースで進めた。
2‐9　心理支援の経過
X 年 8 月～ X ＋ 5 年 3 月（全 30 回）
第一期：高校卒業から大学進学までの支援
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西口夫巳枝・伊藤高廣　2004　高機能自閉症の学生への卒
業までの援助の試み－学生相談室の立場から・指導教
員の立場から－　学生相談学研究，25，107-115．
小田切紀子　2007　学生相談におけるアスペルガー症候群
の学生支援のあり方　　学生相談学研究，28，51-61．
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《注》
ｉ　事例に関しては，相談学生個人が特定されないよう，
事例の本質を変えない範囲で改変を行っています。
